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多目的スプリンクラーによる
ナシ園の省力管理マニュアル
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はじめに
通常、ナシ栽培の病害虫防除はスピードスプレーヤー
（ＳＳ）を用いて行われていますが、都市化・混住化の進
む地域ではドリフトや騒音が問題となり、防除作業の実
施が困難な状況になってきています。
このため、県内のナシ生産地域においてＳＳにかわる
防除法として、多目的スプリンクラー（ＳＰ）を導入して薬
剤散布を実施する事例が増えてきました。しかし、この方
法は先進的な手法のため効果的な散布技術が確立され
ていないので、標準的な利用法をマニュアルとしてまとめ
ました。

多目的スプリンクラーについて

かん水だけでなく、植物成長調整剤・液肥等の散布
や病害虫の防除に使用可能なスプリンクラーを活用し、
防除作業を省力化できます。

※ 以下、スプリンクラーを ＳＰ、 スピードスプレイヤー
をＳＳ と略して表記している箇所があります。
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スピードスプレーヤー（ＳＳ） スプリンクラー（ＳＰ）



南部地域
南西部地域
東部地域
県央地域
川越比企地域
西部地域
利根地域
北部地域
秩父地域

埼玉県内の梨栽培地域 埼玉県の育成品種「彩玉」

日本ナシは本県の果樹栽培における基幹果樹です。平成
29年における埼玉県のナシの結果樹面積は387 haで、全国
第10位です。

白岡市、久喜市（旧菖蒲町）、蓮田市を中心とする県東部
地域と、神川町、上里町の県北部地域が主産地です。

品種別比率では、「幸水」が60％、「豊水」が20％、「彩玉」
が11％、「新高」が6％となっています。

「彩玉」は、農業技術研究センター（旧農林総合研究セン
ター）で「新高」と「豊水」を交配して育成した埼玉県のオリジ
ナル品種です。

埼玉県のナシ栽培の概要
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多目的スプリンクラーの特徴は？

(1) 少ないドリフト
ＳＰ散布による園外へのドリフトは、園から1ｍ離れた地

点の地表及び1ｍ高の場所でＳＳ散布の1/6～1/8程度
で済む。

(2) 設置コストがＳＳ導入より安価
SP装置設置には資材費40万円/10a、施工費30万円

/10a、ポンプ・タンク等25万円と、ＳＳの本体価格約400万
円より安価である。

（3） 散布時間が短く静粛
散布時間を短縮でき作業中の騒音もほとんどない。

多目的スプリンクラーの構成

※ スプリンクラーの具体的な操作方法はメーカーの
取扱説明書を熟読し、安全な操作を心掛けてください。

ナシ園に、約４ｍの間隔で送水用の管を設置し、管上に約
４ｍの間隔で多目的スプリンクラーノズルを設置する。
本マニュアルでは、棚設置タイプの多目的スプリンクラー
を想定している。棚下に１ヶ所、棚上に１～２ヶ所のノズルを
設置し、ナシの果そう葉の裏側や、新梢葉に薬液がかかる
ようにする。（詳細な設定は、メーカーによって異なる。）
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ＳＰとＳＳの散布量と散布時間の比較

多目的スプリンクラー利用のメリットは？

(1) 散布労力・散布時間の大幅カット
ＳＰ散布は、ＳＳ散布と比べて散布時間が約28％と非常

に省力的で、散布量300㍑以上では、散布時間がほぼ一
定となり広い面積ほどメリットが高くなる。

(2) ほ場周辺への薬液のドリフト防止
ＳＰはＳＳほど薬液を細かく霧状にして散布しないため

付着率は劣るものの、周辺へのドリフトが軽減できる。

(3) 土着天敵温存型の病害虫管理
ハダニ対象の防除の場合、ＳＰ散布はＳＳ散布よりも付

着率が劣る分、カブリダニ類を中心に土着天敵類の避難
部位が増加し、ハダニの発生を抑制するので防除効果
はほぼＳＳ散布と同等。

(4) 散布作業安全
ナシ園の外で操作するため、園内でＳＳを走行する際

に想定される農作業事故の心配がない。

- ４ -
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多目的スプリンクラーの操作手順

(1) 薬液の攪拌
タンクに水と薬剤を入れ、ポンプで薬液を攪拌する。

(2) 薬液の散布
配管を替え、ポンプでタンクから多目的スプリンクラー

に薬液を送り散布する。

(3) 薬液の戻し
薬液の散布終了後、配管を替え、管内に残っている

薬液をポンプで吸い上げてタンクに戻す。

多目的スプリンクラーによる散布のイメージ
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使用する薬液タンクおよびポンプ 薬液の散布



防除モデル

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

4月 5月 6月 7月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

4月 5月 6月 7月

防除モデル１

・降雨の少ない年
・黒星病の発生が少ない園
・天敵（カブリダニ類等）の発生が多い園
・適正な枝の配置、枝管理をしている園

防除モデル２（推奨）

・降雨の多い年
・例年、黒星病の発生が多い園
・天敵（カブリダニ類等）の発生が少ない園

スプリンクラー防除 ＳＳ防除

- ６ -



多目的スプリンクラーの利用上の注意点

(1) ＳＰは薬液の付着がやや劣り病害に注意
ＳＰ散布はＳＳ散布よりも薬剤の散布ムラが比較的多く

生じるため、病害が発生しやすい点に注意する。
(2) ５月上旬のＳＳ使用による花殻除去で病害防止

風圧がないＳＰ散布はＳＳ散布と異なり花かすが残り
やすく、灰色かび病等の発生源となるので注意する。

(3) シンクイムシ類対策として交信攪乱剤を併用する
ＳＰ散布の特性を補う目的で、シンクイムシ類対策とし

て交信攪乱剤を併用する。
(4) 配管内の残存薬液対策の実施

ＳＰ散布後の配管内に残存する薬剤が収穫物に影響し
ないように下記（※）などの対策を実施する。

(1) 残存薬液の吸引
薬剤散布を実施後、配管内に薬液が残存するため、

薬液の吸引作業を必ず実施する。
(2) 配管の洗浄

薬剤散布にあたり、前回の薬液散布後、灌水等にSPを
使用していない場合は、果樹に薬液が付着しないように
ポンプの圧力を弱い状態で薬液を流し、配管内を十分洗
い流してから、散布作業を実施する。

(3) 収穫前の最終薬剤散布直前の薬剤散布
前述の配管の洗浄は収穫前の薬剤散布から数えて１回

前の薬剤散布の終了後はとくに入念に実施し、収穫物に
対する農薬残留上の対策を実施する。

※ 配管内の薬液の洗浄について
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防除効果の検証

１ 病害の防除
(1) 黒星病の発生に、差はみられなかった。
(2) 赤星病の発生はＳＰ散布、ＳＳ散布ともに、ほぼ同程度

であった。
(3) 赤星病は、ＳＳ散布では７月に発病が見られたのに対し

て、ＳＰ散布の果そう葉で発病がなかった。
(4) うどんこ病の多発生となった年では、ＳＰ散布での発生

が多くなった。

黒星病の発生推移

ＳＰ：スプリンクラー、ＳＳ：スピードスプレイヤー

- ８ -
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赤星病の発生推移
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・調査ほ場：
久喜試験場ナシ園

・品種： 幸水
・＊: Ｐ <0.05 

NS:Ｐ>0.05,

いずれもWelch’s t test

･データは２ほ場（ジョイント、
平棚園）の平均値

･新 梢：20カ所/樹×３樹

･果そう葉： 40カ所/樹×３樹

ＳＰ：スプリンクラー、ＳＳ：スピードスプレイヤー

うどんこ病の発生推移

・NS：Ｐ＞0.05, 

*:P<0.05 (Welch's t test)
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アブラムシの発生推移

調査ほ場：久喜試験場ナシ園、品種：幸水、NS:Ｐ>0.05 (Welch’s t test)、
データ は２ほ場の平均値、新梢：20カ所/樹×３樹

２ 新梢の防除効果
(1) アブラムシの発生はＳＰ区、ＳＳ区ともにほぼ差はなく、同程度

の発生密度で推移
(2) ニセナシサビダニの被害のある新梢は、ＳＰ区、ＳＳ区ともに
ほぼ差はなく、同程度の発生密度で推移

調査ほ場：久喜試験場ナシ園、品種：幸水、＊:Ｐ<0.05、NS:Ｐ>0.05、 (Welch’s t test) 、
新梢：20カ所/樹×３樹

ニセナシサビダニ被害葉のある新梢枝数の推移
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３ ハダニ類の防除効果
(1) ＳＰ区、ＳＳ区ともにハダニ類の発生はほぼ同等
(2) ＳＰ区はカブリダニを中心に天敵類が多い。
(3) ハダニ多発時はカブリダニ製剤の利用やＳＳによる
補完散布を検討する。

NS：Ｐ＞0.05, *:P<0.05 (Welch's t test)

ハダニ類の発生状況の比較

NS：Ｐ＞0.05, **:P<0.01 (Welch's t test)

土着天敵類の発生状況の比較
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ハダニ天敵類の発生状況の比較

４ ハダニ天敵類の発生状況比較
(1) ＳＰ区では８月のハダニ天敵類の種類、頭数ともに多く
確認される。

(2) 散布量の削減、薬液が付着しない部分が避難所となっ
ている可能性がある。

(3)  天敵類の増加に伴いハダニ類は終息する。

NS：Ｐ＞0.05, **:Ｐ＜0.01 (Welch's t test)

- １２ -

NS：Ｐ＞0.05, *:P<0.05 (Welch's t test)

0

20

40

60

80

100

2017/4/1 2017/5/1 2017/5/31 2017/6/30 2017/7/30 2017/8/29

カ
ブ
リ
ダ
ニ
類
成
虫
数

／
果
そ
う
葉
５
０
枚

H-SP

H-SS

NS
**

*

*
*

SP散布

SS散布

0

2

4

6

8

10

6/14 7/24 8/2

ＳＰ散布

ＳＳ散布

頭
数
／
果
そ
う
葉
４
０
枚

2017年 カブリダニ類

**

NS

0

2

4

6

8

10

6/14 7/24 8/2

ＳＰ散布
ＳＳ散布

頭
数
／
果
そ
う
葉
４
０
枚

クロヒメテントウ類

NS

0

2

4

6

8

10

6/14 7/24 8/2

ＳＰ散布
ＳＳ散布

頭
数
／
果
そ
う
葉
４
０
枚

ハダニバエ

NS NS

0

2

4

6

8

10

6/14 7/24 8/2

ＳＰ散布
ＳＳ散布

頭
数
／
果
そ
う
葉
４
０
枚

ハダニアザミウマ

NS



(1)  ジョイント仕立て園でのＳＰ散布では、新梢管理にかか
わらず薬液の付着の差はなかった。また、慣行棚仕立て
園との差もみられなかった。

(2) ＳＰ散布はＳＳ散布に比較して感水紙の薬液被覆率10
％以下の割合が高く、ＳＳ散布に比べて薬液の付着ムラ
が見られた。

(3) ＳＰ散布では、水平・下向きの面に薬液が付着しにくい
ことがわかった。

ＳＰ散布の薬液付着実態

ＳＰ散布による感水紙の

付着状況（上）と液斑被覆面積率（付
着率）と出現度数の関係（下）

Ａ区-1 ジョイント園（新梢管理改変）
Ａ区-2 ジョイント園（新梢管理慣行）

Ｂ区 慣行棚仕立て

ＳＳ散布による感水紙の

付着状況（上）と液斑被覆面積率
（付着率）と出現度数の関係（下）

- １３ -



ＳＰ散布のドリフト実態

(1) ＳＰ散布での園外へのドリフトは、園から1ｍ離れた地点
の地表及び1ｍ高の場所ではＳＳ散布の1/6～1/8程度に
軽減される。

(2) 園から1ｍ離れた地点の２ｍ高と、園から３ｍ離れた地点
の各高さ （０ｍ，１ｍ、２ｍ） の場所におけるドリフトはＳＳ散
布とほぼ同程度である。

(3) ＳＰ散布では大きな液斑が観察されるので、スプリンク
ラーノズルに飛散防止カバー（ロードプロテクター）設置に
より軽減が期待できる。

ＳＰ散布（左）によるドリフトとＳＳ散布（右）によるドリフト

（園外設置の感水紙被覆斑点面積率）の状況

ドリフト調査風景
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現地事例

１ 病害虫防除効果(2017年実証例）
ＳＳとＳＰの組合わせ(ＳＰ区)で実施

(1) ＳＰ区は果実の黒星病がやや多く、病害が多い傾向

(2) ＳＰ区のハダニ類はＳＳ区とほぼ同等である。

(3) ＳＰ区のニセナシサビダニはやや少ない。

(4) 黒星病の果実感染期にはＳＳ防除が望ましい。

- １５ -

黒星病 赤星病 ハダニ類 輪紋病 シンクイムシ ハマキムシ類

ＳＰ区 8.9 0.0 - 0.0 0.0 0.0

ＳＳ区 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0

ＳＰ区 0.0 5.0 2.5

ＳＳ区 1.7 1.7 3.5

ＳＰ区

ＳＳ区
新梢

35.6 0.0

53.4 0.0

発生率（％） ニセナシサビダニ アブラムシ類

  表　　現地実証試験調査結果（2017年８月７日）

発生率（％）

果実

果そう葉



多目的スプリンクラー（ＳＰ）利用
まとめ

メリット

・設置コストがＳＳ導入より安価である。
・ＳＳと比べて散布労力を大幅削減できる。
・散布時間を短縮でき作業中の騒音少ない。
・周辺へのドリフトを少なくできる。
・病害虫の防除効果はＳＳとほぼ同程度
・天敵温存型の防除効果

注 意 点

・棚下のノズルからの薬液が葉にしっかりと
かかっているか確認する。

・散布ムラによる病害の多発生に注意する。

・５月上旬のＳＳ使用により花かす除去を検討する。
(黒星病防除期に相当、果実への影響防止)

・交信攪乱剤の併用を基本とする。
(シンクイムシ類対策)

・配管内の薬液洗浄について考慮する。

・病害虫の発生が多く予測される場合はＳＰ
またはＳＳによる補完散布や天敵製剤を利用
する。
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